
地域の自然や文化、観光を含む産業等の教育資源を活用した体験活動                                              

１ 学習活動の概要   日本遺産に登録された炭鉄港の見学や、そこで採炭された石炭を活用した体験的な活動
を行うことにより、空知管内の歴史を親子で学び、地域への愛着や誇りを育むことを目的

に「空知の歴史を知るバスツアー」を開催しました。当日は、空知管内の小学生（３・４

年生）及び保護者計３３名が参加し、赤平市内にある炭鉱遺産の施設見学や、ネイパル砂

川での石炭を燃料にした野外炊飯体験等を実施しました。       
２ 学習活動の様子 
（１）空知管内の歴史に関するクイズ    赤平市の施設に向かうバスの車内では、空知管内
の歴史に関するクイズ大会を実施し、親子で楽しみ

ながら学ぶ機会を設定しました。 
（２）赤平市炭鉱遺産ガイダンス施設見学    実際に炭鉱施設に従事した経験のあるガイドの解
説を聞きながら、様々な資料を使用し、立坑やぐら

を見学するとともに、空知の炭鉱の歴史について理

解を深めました。 
（３）空知の言の葉～俳句コンクール～     見学後は、施設見学を通して感じたことをテーマ

に参加者が俳句をつくる活動を行いました。 
（４）野外炊飯～石炭を燃料にカレーライスづくり～    ネイパル砂川の協力を得て、石炭を燃料にした
カレーライスづくりに挑戦し、石炭は木炭に比べ

火力が強いことなど、石炭の特徴について体験的

に学びました。      
３ Ｎａｖｉポイント    

空知の歴史を知るバスツアー（空知教育局主催） 
○ 地域の歴史や産業に関わる学習指導に当たっては、地域の人材を講師等とし
て活用し、地域の歴史や文化を守り育む人々の思いや願いを考えさせることが

大切です。 
○ 地域の歴史や産業に関わる施設に繰り返し関わり、児童生徒の興味・関心を
生かした体験的な学習活動を展開することが大切です。 

【バス内の歴史クイズの様子】 

【児童の感想】   炭鉱施設の見学や石炭かまどで火をおこすという普段体験できない活動を通
して、空知の炭鉱について、学習することができました。 

【保護者の感想】 
赤平市の炭鉱遺産ガイダンス施設で立坑やぐらが当時のまま残っている様子

を見学することができ、歴史を肌で感じる貴重な経験になりました。 

【炭鉱施設見学の様子】 
【俳句コンクールの児童の作品】 



 


